
授業の種類 演習 必修

15 回 時間数 30 時間 1 単位 2年 通年
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必修・選択

配当学年時期

国家試験対策模擬試験の実施

定期筆記試験

個人面談を行い、定期試験へ向けて適切な準備計画を遂行することができる②

模試の結果を受け、自らの強み弱みを知り学習計画の修正ができる

【授業全体の内容の概要】
自己の振り返りと現状認識を繰り返し、良いPDCAサイクルを回すことを学び
検定試験合格へ向けての学習プランを練る。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
・自らを省みて言動を変えて行くことができるようになる。
・現状認識を正しく行い、臨機応変に計画を修正していくことができるようになる。
・自らの目標に向かっての実行力を身につける。

【使用教科書・教材・参考書】
・配布資料

【準備学習・時間外学習】
・事前学習として日常生活を成人、社会人として相応しい言動がとれているか省みること
・模試については事前学習および復習を必ず実施すること
・短期目標を立案し、PDCAを意識した行動を心がけること

【実務者経験】

準備物(教材)講義内容

国家試験対策模擬試験に挑戦し、自己の現状を確認する

試験の結果を100点満点として成績を評価する
課題の評価を50点、小テスト（模擬試験）を50点として合計100点とする
60点以上の場合に科目を認定する

定期試験へ向けて準備状況の確認と学びを振り返ることができる

2年次の個人目標とクラス目標を省みて、新たな目標を立てることができる

3年次のスケジュールを確認し、国家試験合格までのプランを練ることができる

国家試験対策模擬試験の実施

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

国家試験対策模擬試験に挑戦し、現状を正しく認識し、学習計画を見直す

科目名 プロフェッショナルへの道Ⅱ
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授業回数

【授業の目的・ねらい】
本講座の狙いは、本学における学生生活の目的や目標を明確にし、国家試験合格と就職へ向けて計画的な
日々を送ることができるようになることにある。主体性をもって自らのキャリアプランをたて、実行へと移
せるようになることが医療人社会人として成長するために重要です。

第2種ME技術実力検定試験の振り返りと自己採点を行い、課題を再発見できる

交流授業を通して目標と課題を明確にできる

行動習慣を省みて、短期間のPDCAを再設定する

ME2種模擬試験を分析し、自己課題を発見し解決方法を設定できる②

個人面談を行い、定期試験へ向けて適切な準備計画を遂行することができる①

ME2種模擬試験を分析し、自己課題を発見し解決方法を設定できる①


